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平成３０年９月２１日 

報道機関各位 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社 

 

「いわぎん農業法人ファンド」による投資について 

 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社（代表取締役社長 稲垣秀悦）は、株式会社岩手銀行と株式会

社日本政策金融公庫の共同で組成した「いわぎん農業法人ファンド」の投資先として、養豚業を営む有

限会社ありす畜産（本社：岩手県気仙郡住田町、代表取締役：水野 雄幸）に出資を行うことを決定し

ましたので、下記の通りお知らせします。 

有限会社ありす畜産は岩手県気仙郡住田町で養豚業を営んでおり、「四原種配合豚」の肥育及び精肉

販売等を行っています。肥育環境の改善及び増頭による生産能力の向上に取り組んでおり、今後の事業

の成長が期待できることから、今回出資を決定しました。 

 

記 

１．投資決定先の概要 

企  業  名 有限会社ありす畜産 

代  表  者 代表取締役 水野 雄幸 

本 社 所 在 地 岩手県気仙郡住田町上有住字新田３５６番地 

 設     立 平成１７年２月 

事 業 内 容 養豚業（養豚及び精肉販売） 

出 資 額 ５,０００万円 

出資金の使途 運転資金及び設備資金 

出 資 形 態 無議決権株式引受 

企 業 の 特 徴 

ありす畜産は、良質な肉質を持ち病気に強い「バークシャー種」を三元豚

に掛け合わせた国内では珍しい「四原種配合豚」の肥育・販売を行っている。 

豚に与えている飼料は自社の飼料製造プラントで栄養成分を考慮し作られ

た独自飼料である他、薬に頼らない減投薬飼育を実践しており、平成 19年か

らはコープデリ連合会による『お米育ち豚プロジェクト（※）』に参加。飼料

に岩手県産の飼料用米を加えることで脂肪・肉質に高い評価を得ている。 

また、当社は生協版畜産 GAP の導入に積極的に取り組んでおり、生産工程

管理を厳格に行うことで、より安心・安全な豚肉の生産を目指している。 

※お米育ち豚プロジェクト：輸入に頼っていた飼料を国産のお米に替えることで、田んぼを守るとともに、日本の食料自給率を向上させることを

目指す取り組み。 
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２．ファンドの概要 

名    称 いわぎん農業法人投資事業有限責任組合 

ファンド総額 ５億円 

設立日 平成２８年２月２３日 

出資者 

株式会社 岩手銀行           ２５０百万円 

株式会社 日本政策金融公庫       ２４５百万円 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社     ５百万円 

運営期間 約１５年 

投資対象 
岩手銀行営業エリア内の認定農業者または認定農業者として認定を受ける

ことが確実な農業法人で、株式会社（特例有限会社を含む）形態の組織 

 

３．ファンドのスキーム図 

       

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

経営戦略室 千葉 ＴＥＬ：０１９－６２１－１４７０ 

「農業法人投資育成事業」について 

「農業法人に対する投資の円滑化に関する特別措置法」に基づき、規模拡大等に意欲的に取組む農

業法人の株式等を取得・保有し、経営または技術の指導を行う事業です。従来、同法に基づき農業

法人に出資を行うことができる投資主体は株式会社のみでしたが、平成２５年１２月の法改正によ

り、投資主体に投資事業有限責任組合（ＬＰＳ）が追加されました。 


